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　　　　蟹要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

最近 の 水 素吸 蔵 合金 の 研 究 対象は ．300℃ 以 hの 温 度域 で 動

作す るマ グネ シ ウム 合金 か らさらに 高温度領域 で の 測定が

必 要とされ る リチ ウム 化合物あ る い は カ
ー

ボン ナ ノチ ュ
ー

ブ へ と移 り，従来 の ボ イ ル ・シ ャ
ー

ル の 法 則 を利 用 した い わ

ゆ る ジーベ ル ツ 装置 で は 対応 しに くい もの に 変わ っ て きて

い る 。 そ こ で 当社は 水 素の 圧 力 容器 中 で磁 気 浮 上 され た 試料

容 器 中 の 水 素 吸 蔵 合 金 の 重 量変 化 を外 部 の 電子 天 秤 で 高精

度に 測定す る こ と で ，水 素吸蔵 量 を高温 領域で も精度良 く測

定で きる装置を開発 した。

　　…．．．、．t ＿ ＿ 、趨長
●対 流の 影響 を避 け試 料 の 装着 を容 易 に す るた め試 料容器

　 を最一ヒ部に 配 置 した ユ ニ ークな 磁 気浮 上 系 を採用 し た。
●磁 気 浮 上 の 剛 性 が 小 さい の で 電子 秤の 最小 表 示 目盛

　（0．1 肥g） ま で 安定 して 表示 可能 で あ る。
●試料中の 水素重量を常時モ ニ ター

で きるの で 吸蔵量や

　放出 量だ けで な く結晶性水素化物の 状 態で 残 留 し て い る

　水素の 量が 検出 で き る。
● 吸 蔵 ・放 出 圧 力 を設 定す る方式な の で 万

一バ ル ブ か らの

　微量 な 漏 れ が あ っ て も測定 結果に 影響 しな い 。
● 試 料容 器全 体 を ヒ ーター加熱す る 方 式 なの で 高温 時で も

　室 温 に 影響 され な い。
●測定条件 （試料重量　〜10g ，最高設 定温度 400℃，設 定圧力

　0〜3．5MPa，最小 表示重量 O．1   ）

●パ ソ コ ン 制御に より完全な自動計測を実現 した。

　　　　　　　　　．錬術！碧黝 鶴慮

例 えば 2g の Mg2Ni は 2MPa ，310℃ で 約 33 ％，66mg の 水

素 を吸蔵す る。　 ・方 装置 で 使用 し た 電子秤 の 最小秤量値 は

0．1mg で あ り安定 な浮 上 状態 を実現 で きれ ばか な りの 精度

で 水素吸蔵 量を測定で きる こ とに なる。加熱 ヒ
ー

タ
ー

と試 料

部を最上部 に持 っ て 来 る こ とに よ り浮力 ・対流 の 影響 も最小

限 に押 さ え られ る 。 ま た浮 上 の た め の 電磁 石 ・永 久 磁 石
・
構

成 部 品 類 ・水 素 吸 蔵 合金 ・吸 蔵 水 素量 を
一

括 し て 測 る 方 式 で

あ るた めに 秤量 対象 をで き る だ け軽 く，簡易 にす る 必 要が あ

る。以上 の 条件 に 対 し て 最適 と思われ る 1軸制御，永久磁石

反 発 形の 浮 上 方 式 を 採用 し た。永久磁 石 形状 ・位置 関係 の 決

定 の た め 永 久磁 石問吸引反発力計算 プ ロ グラ ム を開発 し 永

久磁石 の 形状を設計 し た。

　本装置で 使 用 し て い る ネ オ ジ ウ ム 磁 石 も
一

種 の 水 素 吸蔵

合金 で あ りそ の ままで は 高圧水素雰 囲 気中で は使 え な い 。そ

の た め特 殊なシー
ル 方式 を開 発 した。高圧 水 素雰囲気 中で は

浮 上 体 に働 く浮 力 ・
対流誤 差は 相当 な 値に な る。真空域〜3．5

MPa，25〜400℃ の 範囲 で 浮 力 ・対流補正 を行 うた め応答曲 面

法 に よ る補 正 式 を 作成 しプ ロ グ ラ ム 化す る こ とで 浮力 ・対流

誤差 を ± 1mg 程度 に 押 さ え る こ とが 可能 に なっ た。測定時 に

試 料 は 浮 上 して い て 直接 内 部 の 温 度 を 測れ な い 。そ こ で 圧

力 ・試 料温 度 に対 して 必 要 な加 熱 設 定 沮度 も応答 曲 面法に よ

り求 め る こ とで 試 料 内 部の 温 度設 定 誤 差± 3 ℃ 以内 を 実現 し

た。
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照9．1　System　ConfiguratiOn

測定例

本装置で 測定 した 水素吸蔵合金 Mg2Ni の PCT （Preesure −

Composition・Temperature）線図例を Fig．2 に 示す。
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